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第5章  競技規定

プロ
アマ

競技   名称

りと定める｡
第2条

大会要項に明記

大会要項に明記
５種目総合
５種目総合

ＪＢＤＦダンス
選手権 　Ｃ，Ｓ，Ｒ，Ｐ，Ｊ

　Ｗ，Ｔ，Ｆ，Ｑ，Ｖｗ

　Ｃ，Ｓ，Ｒ，Ｐ，Ｊ

全日本アマチュア
ダンス選手権

第1条

種目　　内容 競技種目

５種目総合
５種目総合

　Ｗ，Ｔ，Ｆ，Ｑ，Ｖｗ

本総局は連盟の規定に基づき､本総局の競技規定を次の通り定める｡

競技内容

本総局管轄下の支局は本規定に準じて､その地域の実情に即した｢ブロック
競技規定｣を定めることができる｡

本総局で開催及び公認する公式選手権･競技会の種別と､その内容は 次の通

アマ

プロ

日本インター
ナショナル

ダンス選手権
共通

５種目総合
５種目総合

大会要項に明記
　Ｗ，Ｔ，Ｆ，Ｑ，Ｖｗ

　Ｃ，Ｓ，Ｒ，Ｐ，Ｊ

全日本選抜ダンス
選手権

共通
５種目単科
５種目単科

大会要項に明記
　Ｗ，Ｔ，Ｆ，Ｑ，Ｖｗ

　Ｃ，Ｓ，Ｒ，Ｐ，Ｊ

全日本セグェ
選手権

プロ 大会要項に明記
３種目以上メドレー

３種目以上メドレー

全国ダンス選手権 共通
４種目総合
４種目総合

大会要項に明記
　Ｗ，Ｔ，Ｆ，Ｑ

　Ｃ，Ｓ，Ｒ，Ｐ

東京スターグラン
プリ選手権

プロ
５種目+ソロ=６種目
５種目+ソロ=６種目 大会要項に明記

　Ｗ，Ｔ，Ｆ，Ｑ，Ｖｗ

　Ｃ，Ｓ，Ｒ，Ｐ，Ｊ

東部日本ダンス
選手権

共通
５種目総合
５種目総合

　Ｗ，Ｔ，Ｆ，Ｑ，Ｖｗ

　Ｃ，Ｓ，Ｒ，Ｐ，Ｊ

全関東ダンス
選手権

共通
５種目総合
５種目総合

大会要項に明記
　Ｗ，Ｔ，Ｆ，Ｑ，Ｖｗ

　Ｃ，Ｓ，Ｒ，Ｐ，Ｊ

東京ダンス選手権 共通
５種目総合
５種目総合

　Ｗ，Ｔ，Ｆ，Ｑ，Ｖｗ

　Ｃ，Ｓ，Ｒ，Ｐ，Ｊ

ムーアカップ
ダンス選手権
東京都知事杯

選手権

プロ

　Ｗ，Ｔ，Ｆ，Ｑ

　Ｃ，Ｓ，Ｒ，Ｐ

４種目単科
４種目単科

Ｂ級　競技会 共通
５種目総合
５種目総合

　Ｗ，Ｔ，Ｆ，Ｑ，Ｖｗ

　Ｃ，Ｓ，Ｒ，Ｐ，Ｊ

Ｃ級　競技会 共通
4種目総合
4種目総合

　Ｗ，Ｔ，Ｆ，Ｑ

　Ｃ，Ｓ，Ｒ，Ｐ

　Ｗ，Ｔ　又は Ｆ，Ｑ

　Ｃ，Ｓ　又は Ｒ，Ｐ

ボールルーム
ダンス

テクニック全てＣ，Ｐ

Ｄ級　競技会 共通
２種目総合
２種目総合

２種目総合
２種目総合

Ｅ級　競技会
Ｔ，Ｆ

アマ
２種目総合
２種目総合

ボールルーム
ダンス

テクニック全て

Ｗ，Ｑ

Ｓ，Ｒ
Ｆ級　競技会 アマ

1

この資料は、施行細則(第２回改正版)を

基に、後に変更があった部分についてを

更新したものです。(2005.7.28理事会承認分迄)
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大会要項及び年
度前･後期競技日

程に明記

アマ
ボールルーム

ダンス
テクニック全て

競技種目

ボールルーム
ダンス

テクニック全て

大会要項及び年
度前･後期競技日

程に明記

大会要項及び年
度前･後期競技日

程に明記
アマ

アマ

シニアＢ級競技会

　Ｓ，Ｒ　又は　Ｃ，Ｐ

Ｗ，Ｔ

Ｃ，Ｒ

２種目総合
２種目総合

ボールルーム
ダンス

テクニック全て

シニア選手権 アマ

G級　競技会
２種目総合
２種目総合

ボールルーム
ダンス

テクニック全て

　Ｗ，Ｑ　又は　Ｔ，Ｆ

２種目総合
２種目総合

ジュニア競技会 アマ

ユース競技会 アマ

全日本シニア
選手権

アマ

アマ

アマ

シニア ノービ゛
ス競技会

グランド
シニア選手権

シニアＣ級競技会

シニアＤ級競技会

アマ

２種目総合
２種目総合

シラバスに明記

全日本グランド
シニア選手権

アマ

ライジングスター プロ

アマ

シラバスに明記

グランド･シニア
Ｂ級 競技会

競技   名称
プロ
アマ

種目　　内容 競技内容

ノービス級競技会 アマ

ノービス級競技会 プロ

ジュブナイル
競技会

アマ

アマ

グランド･シニア
Ｃ級 競技会

グランド･シニア
Ｄ級 競技会

ベーシック
フイガー

Ｗ，Ｔ

Ｃ，Ｒ

アマ

アマ

     Ｗ　又は Ｔ

グランド･シニア
ノービス級競技会

Ｓ=
スーパーシニア

競技会
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大会要項で定める出場規定による。

出  場  資 格

第3条

選 手 権 及び 競 技 会 名 称

　　全日本アマチュアダンス選手権

　　日本インター選手権

選手権及び競技会の出場資格を､ 次の通リ定める｡

      Ｅ級 競技会（アマ）

      ジュブナイル 競技会

      ジュニア 競技会

               Ｇ級の登録選手のみ｡

      ノービス級 競技会（共通)
新人選手全員

但し､プロはＤ級､アマチュアはＧ級に登録する
資格を得ている選手と他総局の登録選手は除く

　　　　       Ｃ，Ｄ級の登録選手

     全日本グランド･シニア選手権

     グランド･シニア選手権

      Ｃ級 競技会

             　　Ｄ級の登録選手のみ｡

      スーパーシニア競技会

               Ｄ，Ｅ級の登録選手

               Ｅ，Ｆ級の登録選手

      Ｆ級 競技会（アマ）

登 録 選 手     東部日本選手権

               Ｂ，Ｃ，Ｄ級の登録選手

     全関東選手権

登 録 選 手

登 録 選 手     ムーアカップ選手権

     東京選手権

      Ｂ級 競技会

     東京都都知事杯選手権

   　   Ｇ級 競技会（アマ）

      Ｄ級 競技会 (プロ）

　　ＪＢＤＦ選手権

　　全日本選抜選手権

　   東京スターグランプリ選手権

　　全日本セグェ選手権

            シニア Ｂ，Ｃ，Ｄ級の登録選手｡

      全日本シニア選手権

     シニアＢ級競技会

      Ｄ級 競技会 (アマ）

      ユース 競技会

               Ｆ，Ｇ級の登録選手

シニア登録選手及び大会要項出場規定による｡

     グランド･シニアＢ級競技会

            シニア Ｃ，Ｄ級の登録選手     シニアＣ級競技会

            シニア Ｄ級及び未登録選手     シニアＤ級競技会

　　　　　　Ｇ･シニア Ｂ，Ｃ，Ｄ級の登録選手

 　  グランド･シニアＣ級競技会         　　Ｇ･シニア Ｃ，Ｄ級の登録選手

登 録 選 手

 全国ダンス選手権

      グランド･シニア登録選手及び
大会要項出場規程による｡

     シニア ノービス級競技会
   男女共３５歳以上のアマチュア新人選手全員｡

但し､シニアＤ級以上に登録する資格を得て
いる選手と他総局の登録選手を除く｡

登 録 選 手

3



2

3

2

3

4

【1】

【2】

5

【1】

プロ

アマ

【2】

ことができる｡
海外及び未登録選手については､連盟が出場を認めた場合は出場する

但し､当該選手の競技歴並びに技量により制約することがある｡

4，000円

5，000円

(団体所属)

(無所属)

プロ「Ｂ，Ｃ，Ｄ，級競技会｣

(団体所属，学連を含む) 6，000円

7，000円

の2週間前までに､所定の申込用紙を提出しなければ 出場することができない｡

原則として､オープン制とするが､出場資格は級 限定とする｡

選 手 権 及び 競 技 会 名 称

登録選手は､その年度内における自己級競技会には､出場する義務が課せられる｡

 （選手の出場規定）
選手の出場規定を､次のように定める｡ 第4条

競技会及び選手権に出場する選手は､特別な指定がある場合を除き､開催日

グランド・シニアノービス級
競技会

     グランド･シニアＤ級競技会

満５５歳以上のアマチュア男子（女子の年齢は
問わない）の新人選手全員。但し、Ｇ・シニア
Ｄ級以上に登録する資格を得ている選手と他総

局の登録選手は除く。

出  場  資 格

Ｇ・シニアＤ級及び未登録選手。

(無所属)

3，000円

4，000円

(団体所属)

(無所属)

する｡

届を主催者宛に提出しなければならない｡

出場申込後､出場不可能となった場合は､直ちに本総局に口頭で

届出 尚･理由を記した欠場届に出場料を添えて提出しなければ

本総局以外で開催される, 全ての選手権及び競技会に出場を希望するときは
あらかじめ文書により 本総局長に､届出て許可を得なければ､出場することはで
きない｡

選手権(特に大会要項で定められた選手権を除き､下記の通りと

自己級の競技会に出場できない選手は､その理由を記した欠場

欠場届及び出場取消｡

ならない｡

本総局が主催する競技会及び選手権の出場料は､下記の通りとする｡
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【3】 アマ

【4】

【5】

プロ

アマ

【6】

【7】

2

3

4

5

【1】

【2】

【3】

6

7

【1】

【2】

その資格を継続する登録｡

継続登録の期限は毎競技年度 終了後､１月末日迄とする｡

「Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ級競技会」

場合には スライド登録できる｡
アマチュア選手は､シニア･グランドシニアの年齢に達した

スタンダード､ラテン両セクションに登録資格を有している者は､スタンダー

格を得たときの登録｡

継続登録

ド､ラテンにそれぞれに登録をするものとする｡　但し登録番号は同一とする。

スライド登録

既に登録されている選手が､その登録年度から次年度に､

スライド登録の仕方は支局に申請し､支局より本総局に提出する｡

アマチュア及びシニア登録選手はグランド･シニアの年齢に達し

登録はできない｡

グランド･シニアの登録選手はシニア､アマ登録選手への スラ

た場合には､スライド登録できるが､アマ登録選手へのスライド

イド登録はできない｡

1競技年度･競技会で､次の号に該当する選手は､その登録資格を抹消される｡
(降級規定も併せて参照のこと)

同一番号とする｡ シニア､グランドシニア選手も同じである｡

第6条
 （登録資格の抹消）

アマ選手が､シニア､グランド･シニアに重複して登録しても登録番号は

5，000円(団体所属，学連を含む)

6，000円

　　　(全員)

　　　(全員)

      (全員)

4，000円

(無所属)

シニア･グランドシニア 「Ｂ，Ｃ，Ｄ級競技会」

ノービス競技会

6，000円

8，000円

 （選手の登録義務）

シニア 6，000円

6，000円グランド･シニア

第5条

規定による即日昇級又は一旦資格を失った選手が再び資

アマチュア選手は､本総局に登録しなければならない｡

本総局の各種競技会に出場するプロフェッショナル選手は､東部総局選手
会を通じ本総局に登録しなければならない｡

新規登録

プロ Ｄ級    ＝         2回以上出場しなかったとき｡

アマ Ｇ級    ＝         2回以上出場しなかったとき｡
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【3】

【4】

【1】 １部門

【2】 １部門

【3】

【4】

【1】

【2】

【3】

【4】

【1】

【2】

【3】

【4】

【5】

【6】

【7】

スタンダード 指定　ラテン 指定

スタンダード 平服　ラテン 平服

シニア選手(選手権)

スタンダード 自由　ラテン 自由

スタンダード 礼服　ラテン 自由

ジュブナイル

紛失した場合｡

リーダー､パートナーどちらか一方の選手登録証がある時は､その

ジュニア

登録証を､申請時に添付する｡

登録期間を過ぎての登録は､既定登録料の倍額とする｡

 （登録証･再発行）
選手登録証を下記の理由で再発行する場合は､書面をもって本総局に再発行

 　２，０００円新規登録

　 １，０００円継続登録

プロ選手（全競技会）

第8条

リーダー､パートナー双方の選手登録証を申請時に添付する｡

再発行後､選手登録証が見つかった場合､速やかに本総局事務所に

登録証を添付しない場合は、再発行手数料が掛かる｡

の手続きをとる｡

如何なる理由があってもリーダー､パートナーどちらか一方の選手

選手登録証の記載内容に変更が生じた場合｡

返納する｡

第9条

スタンダード 礼服　ラテン 自由

再発行手数料（1，000円）

選手登録証の複数所有、貸出し･譲渡することはできません。

アマ選手（N級のみ）

服装規定

スタンダード 自由　ラテン 自由アマ選手（B～Ｇ級）

アマ選手（選手権） スタンダード 礼服　ラテン 自由

第7条 登録料｡

移籍及び転向による登録は新規登録と同じ扱いとする｡

グランド･シニアＤ級 ＝  　2回以上出場しなかったとき｡

シニアＤ級 　  ＝         2回以上出場しなかったとき｡
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【8】

【9】

【10】

【1】

①

②

【2】

①

②

【3】

①

【4】

①

②

（イ）

（ロ）

（ハ）

第10条

スタンダード (男子)

アマ･ノービス級　服装規定  (平服)

A級

↑

級

上着､ブラックタイ(蝶ネクタイ)又は

ダイヤスパン､スパンコール等の飾りは不可｡

織り柄などの模様は可｡

選手権で準決勝に３回入賞したとき。

グランド・シニア選手（BｰN級）

シニア選手(B～N級) スタンダード 自由　ラテン 自由

上着着用 ､学生服も可｡

スタンダード・ラテン共通、B級競技会で３回決勝に入賞した上で、

摘　要　事　項

プロフェッショナル昇級規定　　　　　　　　　（但し、最終決定は競技部の審議による）

ラテン (女子) 

飾りのないものが好ましい｡

定により判定が困難な状態が生じたときには、本総局理事会の審議により決定する｡

年度末

昇級時期

３位以上に２回入賞したとき。

ネクタイ着用のこと｡  学生服も可｡

スタンダード・ラテン共通、B級競技会で２回決勝に入賞した上で、

↑

スタンダード 自由　ラテン 自由

グランド・シニア選手（選手権） スタンダード 礼服　ラテン 自由

B級

ダイヤスパン､スパンコール等の飾りは不可｡

年度末

選手権で準決勝に２回入賞したとき。

ラテン (男子) 

ベスト､ワイシャツは不可｡

織り柄などの模様は可｡

選手のランキングは、１競技年度内の成績により､昇級又は降級を決定し 別表の規

第1条

ベスト､ブラウスだけでも可｡

スタンダード・ラテン共通、B級競技会で３回決勝に入賞し、その内

年度末

飾りのないものが好ましい｡

第6章  昇降級規定

スタンダード (女子)
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（イ）

（ロ）

（ハ）

（イ）

（ロ）

（ハ）

（ニ）

（ホ）

（へ）

（イ）

（イ）

（ロ）

（イ）

（ロ）

（イ）

（ロ）

（ハ）

（ニ）

（イ）

（イ）

年度末

年度末

年度末

即 日

昇級時期

年度末

年度末

アマチュア昇級規定　　　　　　　　　　　　　（但し、最終決定は競技部の審議による）

もしくは２回以上準決勝に入賞したとき｡

即 日

スタンダード・ラテン共通、C級競技会で決勝に入賞した上で、上級

摘　要　事　項

E級
↑

↑
E級

昇級時期

↑

A級

B級
↑

C級

↑

B級

C級

D級

した場合､準決勝に入賞したとき｡

D級

その一方が６位以上のとき、もしくは準決勝に３回入賞したとき。

↑

C級

年度末
↑

スタンダード・ラテン共通、C級競技会で３位以上と決勝に入賞したとき。

即 日

↑

C級

B級

スタンダード・ラテン共通、D級競技会で３位以上に入賞したとき。

スタンダード・ラテン共通、D級競技会に出場した上で、上級競技会
の準決勝以上に２回入賞したとき。

スタンダード・ラテン共通、C級競技会で６位以上に入賞したとき

スタンダード・ラテン共通、C級以下の選手が自己級に於いて昇級

とき。

選手権で決勝に入賞したとき､もしくは準決勝に２回入賞したとき｡

スタンダード・ラテン共通、B級競技会で６位以上に２回入賞した

スタンダード・ラテン共通、B級競技会で６位以上に入賞した上で､

摘　要　事　項

F級

スタンダード・ラテン共通、D級競技会で準決勝以上に２回入賞し

スタンダード・ラテン共通、D級競技会で準決勝以上に入賞した上

で、上級競技会で準決勝以上に入賞したとき。

競技会の決勝に入賞したとき。

スタンダード・ラテン共通、C級競技会で３回以上決勝に入賞したとき。

↑

第2条

D級

きは、理事会の審議により二階級以上昇級させる場合がある。

特別
昇級

資格を取得した上で、上級競技会に出場し優秀な成績を収めたと

スタンダード･ラテン共通､上級競技会で準決勝以上に入賞したとき｡

即 日

年度末

スタンダード・ラテン共通、D級競技会で出場組数が301組以上 出場

以上に入賞したとき｡

スタンダード・ラテン共通、D級競技会もしくは上級競技会で 6位

級

スタンダード・ラテン共通、上級競技会の準決勝に入賞したとき。 年度末

スタンダード・ラテン共通、D級競技会で２回以上準決勝に入賞した

ノービス昇級規定に準じる｡

ノービス昇級規定に準じる｡

即 日

年度末
とき｡

級

とき。

スタンダード・ラテン共通、上級競技会の６位以上に入賞したとき。

年度末

年度末

即 日

即 日

スタンダード・ラテン共通、D級競技会で６位以上に２回入賞した

8



（イ）

（イ）

～ 2位

～ 3位

～ 4位

～ 5位

～ 6位

～ 7位

～ 8位

～ 9位

～

～

～

～

【1】

【2】

11組

１５ ポイント

１位

即 日

出場組数に対する入賞選手の獲得点数は､下記の通りとする｡

１位

１位

F級

格を取得した上で､上級競技会に出場し優秀な成績をおさめたときは､

準決勝組

    11位

１位

   準決勝

B級

D級

 １０１組 ～ ２４０組

G級

ノービス､及びアマチュア　Ｅ，Ｆ，Ｇ昇級規定

昇 級 組 数

年度末

C級

→

→ A級

 １１組 ～ ２０組

    ３組 ～ １０組

 8組

Ｄ級以上の昇級に必要な得点は下記の通リとしノービス級はアマ規定

各級共 1 競技年度自己クラスに２回以上出場し､昇級に必要な得点を

　８ ポイント

B級

準々決勝

    10位 10組

 ６１組 ～ ７０組

１位

１位

第5条

１１ ポイント

獲得した選手が昇級する｡

準々決勝組

特別
昇級

 ７１組 ～ ８０組  9組

 ８１組 ～ ９０組

 　　  ２４１組 ～

１位

 　９１組 ～ １００組 １位

 2組

 4組１位

スタンダード・ラテン共通、C級以下の選手が自己級に於いて昇級資

 ２１組 ～ ３０組

第3条

１位

 6組

１位

 ４１組 ～ ５０組 １位

 ３１組 ～ ４０組

 7組 ５１組 ～ ６０組

 5組

 3組

理事会の審議により二階級以上に昇級させる場合がある｡

出 場 組 数 成      績

級 摘　要　事　項 昇級時期

↑ ノービス昇級規定に準じる｡

第4条

→

C級

シニア競技会､グランド・シニア競技会のポイント制･昇降級規定｡

に準じる｡
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【1】

【2】

2

【1】

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

3

（イ）

（イ）

アマチュア降級規定

たとき｡ 年度末

自己級及び上級競技会での得点を合計して昇級が決定される｡

全日本選手権の得点数は 61組以上の得点とする｡

年度末

スタンダード・ラテン共通、自己級及び上級競技会の最終予選の成

10

3

8 6

4 3

45

５位

3

準決勝

年度末

出場組数

11～20 6

績がおさめられなかったとき｡

スタンダード・ラテン共通、上級競技会の一次予選を1回も通過する

D級
↓

スタンダード・ラテン共通、準決勝に2回以上入賞する成績がおさめ
られなかったとき｡

３位

5 4 3

抹消

スタンダード・ラテン共通、年間を通じて自己級に2回出場しなかっ

２位 6位４位１位

21～30 8 6

 3～10 5 4

5

241～60 12 10 8

8 6 5

31～40

    61～ 14 12

6 5 4

3

第6条

級 摘　要　事　項 降級時期

この回数を満たない場合は､成績にかかわらず降級します｡

プロフェッショナル降級規定

 降級規定

各級共に､1競技年度自己クラス以上に2回以上の出場が義務づけられます｡

10

B級
↓

A級

B級
↓

C級

C級
↓
D級

2回以上一次予選を通過する成績をおさめられなかったとき｡

年度末

最終予選の成績がおさめられなかったとき､もしくは自己級競技会で

降級時期

成績がおさめられなかった上で自己級競技会に於いても、1回も最

A級
↓
B級

スタンダード・ラテン共通、年間を通じて1回も準決勝に入賞する

成績がおさめれなかったとき｡

級 摘　要　事　項

B級
↓

年度末

年度末

C級

スタンダード・ラテン共通、自己級及び上位競技会の最終予選の成

績がおさめられなかったとき｡

10



（イ）

（イ）

（イ）

かったとき｡

（イ）

かったとき｡

（イ）

かったとき｡

4

【1】

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

【1】

【2】

D級

スタンダード・ラテン共通、一次予選を1回も通過する成績がおさ
められなかったとき｡↓

年度末

D級 スタンダード・ラテン共通、年間を通じて自己級競技会で一次予選

を１回も通過する成績がおさめられず、自己級競技会に５回以上出

E級

自己級及び上位競技会の組み合わせで最低２回以上出場していな

年度末

E級 スタンダード・ラテン共通、年間を通じて自己級競技会に１回と

自己級及び上位競技会の組み合わせで最低２回以上出場していな

↓

↓
F級

年度末

G級
↓

抹消

スタンダード・ラテン共通、年間を通じて自己級競技会に１回と

自己級及び上位競技会の組み合わせで最低２回以上出場していな

G級

スタンダード・ラテン共通、年間を通じて自己級競技会に１回と

年度末

F級

C級

シニア､グランド･シニア降級規定

各級共に１競技年度自己クラスに 2回以上の出場が義務付けられます｡
この回数を満たさない場合は､成績にかかわらず降級します｡

級 摘　要　事　項 降級時期

年度末

A級 スタンダード・ラテン共通、年間を通じて1回も準決勝に入賞する

↓ 成績がおさめれなかったとき｡

B級

年度末
B級 スタンダード・ラテン共通、自己級及び上位競技会に於いて2度1次

↓ 予選を通過する成績がおさめれなかったとき｡

C級

年度末
C級 スタンダード・ラテン共通、自己級以上の競技会に於いて1度も1次

↓ 予選を通過する成績がおさめれなかったとき｡

D級

第7条 昇降級補足事項｡

年度末
D級 スタンダード・ラテン共通、年間を通じて自己級競技会に２回以上

↓ 出場しなかったとき｡

抹消

全ての選手権及びB級競技会に於いて､出場選手が96組を越えて､ラ
ウンド数が６ラウンドとなった場合は､１予選･２予選･３予選(最終予選)
準々決勝･準決勝･決勝とする｡

全日本選抜選手権･日本インターナショナル選手権･JBDFプロフェッショ

年度末

級 摘　要　事　項 降級時期

↓
場していなかったとき
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【3】

【4】

【5】

【6】

【7】

【1】

【2】

【3】

【4】

【5】

【6】

【7】

【8】

（SA規定･スペシャルA級）

【1】

【2】

ナル選手権の準々決勝は､他選手権の準決勝と同等の扱とする｡

10ダンス選手権は､昇降級の適用を受ける競技会とする｡

全国プロフェッショナル選手権､全国アマチュア選手権は降級規定
の適用を受ける競技会とする｡

全日本選抜選手権は、5種目総合の成績順位を昇降級の対象とする。

NATD主催のムーアカップ選手権･都知事杯プロラテン選手権(共に
A級 単科競技会)･NATD杯はC級の降級規定の適用を受ける競技会
とする｡

公認競技会の競技中不測の事故傷害で競技出場が不可能となり､公

与えられる｡

ＳＡ級の選手は､降級することがない｡

ＳＡ級の選手が､２競技年度､競技会に不出場､若しくはＳＡ級選手

として相応しくない言動や成績を続けたときは引退勧告され､これ

に応じないときは選手資格を抹消される｡

産休を受けた選手は､在籍年数に産休の１年間は加えないものとする。

て相応しい人格を有する者は､全国運営委員会の審議により【ＳＡ級】の称号が

産休は､申請日より､１年間とする｡

産休を受けようとする選手は、産休申請書に医師の診断書を添付

第9条 JBDFプロフェッショナルダンス選手権､日本インターナショナル選手権､全日

万が一､流産した場合は､本総局長宛に届出なければならない｡この

産休を受けた選手の昇降級は､２年度の中で正規の昇降級規定に
準じて処理することする｡

て、これを設け以下は産休を受けたときの付随事項である。

し、本総局長宛に届出なければならない。

傷と認められた場合､海外出張りが長い期間にわたる時､申請により

　　（産休規定）
第8条 本総局産休規定は、期間、申請方法、必要事項、昇降級規定の例外規定とし

適当と認められた場合､降級規定の適用を受けないものとする。

本選抜選手権において､３回以上又は､これに準じる成績を得､チャンピオンとし

場合 その時点で産休は解消される｡

産休の間は､例え正規のパートナーと出場しても昇降級の対象には
ならない｡

その他規定で判断できない場合は､本総局理事会で決定する｡

産休を受けた場合でも､選手会を通じて登録をしなければならない｡
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【3】

【4】

【1】

【2】

【3】

2

【1】

2

【1】

【2】

【3】

【4】

2

第９条及び【1】､【2】号は､プロ､アマ､スタンダード及びラテン
に共通する｡

第1条 他総局の登録選手が､本総局に移籍登録を希望するときは､次の書類を用意し
登録手続きをしなければならない｡

プロ､ＳＡ級選手が現役を引退して本総局に入会したときは､審査
委員会に所属し直ちに審査することができる｡

（移籍登録）

第7章  選手規定

旧所属総局長発行の移籍承諾書及在籍証明書｡

移籍願書｡

本総局の登録用紙(必要事項を記入したもの)

他総局から本総局への移籍に伴う所属級の変動は､下記の通りとする｡

ＳＡ級及びＪＢＤＦ選手権､日本インターナショナル選手権､全日

第2条 アマチュアからプロフェッショナルに転向するときは､転向届を提出し､選手
登録をしなければならない｡

本選抜選手権の準決勝に過去２年間以内に入賞しているＡ級選手
を除き､原則として旧所属総局での級から､１階級降級するものと
する｡

  （アマチュアからプロフェッショナルへの転向）

アマチュアからプロフェッショナルへ転向したときの級の変動は､次の通りで
ある｡

ＳＡ級は､【Ａ級に】｡

Ａ級は､【Ｃ級に】｡
但し､全日本､日本インター､全日本選抜で転向時からさかのぼっ
て２競技年度内に決勝に入賞しているときは､【Ｂ級】に｡

Ｂ,Ｃ級は､【Ｄ級】にそれぞれ登録することができる｡

Ｄ級選手以下の選手は､【ノービス級】とする｡

に所属しようとする団体長との合意がなければならない｡

前条により合意が成立したときは､その合意書と移籍届を本総局長に提出し

なければならない｡

  （加盟団体間の移籍）
第3条 現に所属している加盟団体から､他の団体への移籍は､現所属団体長と､新た

13



3

【1】

【2】

【3】

【4】

【1】

【2】

【3】

【4】

【5】

【6】

【7】

【8】

【9】

前2項により合意並び合意書が提出できないときは､理由書を添付した移籍願
いを本総局理事会に提出し判定を受けることができる｡

  （加盟団体及び支局主催の競技会）
第4条 加盟団体及び支局主催の公認競技会の経費負担は､下記の通りとする｡

第5条 パートナー規程。

アマチュア選手のパートナーは、アマチュアの女子に限る。

公認料　＝　               (出場組数 ｘ 100円）　　　　　　　

コンピューター打込料　＝　（出場組数 ｘ 50円)

機材貸出料　　　　　　  　　   　　　　10，000円

本総局事務所から会場までは､加盟団体の責任で搬出入する｡

プロフェッショナル選手のパートナーは、限定されない。

プロフェッショナル選手のパートナーとして出場した女子は、
アマチュアのパートナーとして出場することはできない。
但し、臨時のパートナーとして、１競技年度１度の臨時パート
ナーの場合のみ、アマチュア選手の資格は失わない｡

アマチュア現役選手のパートナーは、その登録年度中には、プ
ロフェッショナル選手の臨時パートナーはできない。

アマチュア、プロフェッショナル共、ＳＡ級及びＡ級選手のパー
トナーは、下級の臨時パートナーとして競技に参加することはで

パートナーシップを解消した場合でも、その年度内は【４】、
【５】号を適用する｡

パートナーとして再登録するときは､次年度にならなければ登録す

きない。

Ｂ級以下のパートナーは、自己級及び１階級下のパートナーとし
て出場することができる。

但し、出場申込書に臨時であることを明記することを要す。

る ことはできない｡
但し､ＳＡ級のパートナーに限り理事会の審議を得なければならない｡

同性同士のパートナーシップを組むことはできない｡

  （アマチュア選手規程）
第6条 教師資格を保持している者及びプロフェッショナルであることを声明した者

は、アチュア選手として競技会に出場することはできない｡
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2

3

4

【1】

【2】

【3】

2

【1】

【2】

【3】

3

【1】

【2】

4

【1】

【2】

5

【1】

ダンスを踊ったり指導したりすることで、必要経費以上の報酬や出演料を得

ている者は、アマチュア選手として競技会に出場することはできない。

アマチュアとして身分を失った選手が、その身分の回復を請願中にあるとき
は、アマチュア選手として競技会に出場することはできない。

アマチュア選手がデモストレーションに出演するときは、出演願いを本総局

に提出しなければならない。その場合も必要経費以上に報酬を受けてはならない。

  （プロフェッショナル選手規程）
第7条 プロフェッショナル選手は、競技会の審査をしてはならない。但し、アマチュ

ア競技会に限り、届出の上、理事会の承認を得ればその限りではない。

第8条 海外遠征に於ける選手規程

海外の技術習得を目的とした留学又は研修旅行。

海外で開催される国際的な競技会に出場を希望する者。

前【１】、【２】号は事前に本総局局長宛、文書により提出、

選手権の決勝に入賞していること。

期間が９ヶ月以上であること。

しなければならない。

留学選手は、下記の条件を満たした者に限る。

ＳＡ級又は、Ａ級選手であること。

帰国後直ちに如何なる選手権にも所定の手続きをすれば出場が
できる。

留学選手の特権。

留学期間中は、昇降級規定の適用は受けない。

旅行期間中に於いても、競技規定の適用を受ける。

本条と各号以外の事項については、本総局長宛、文書を持って提出し理事

研修旅行する選手の条件。

留学以外の選手。

会の審議を受けなければならない。

第9条 　　ジュブナイル、ジュニア、ユース、シニア、グランド・シニア、
スーパーシニア規程

ジュブナイル･･１２歳(１２歳の誕生日)未満の男女､ジュニア迄
               出場可能｡フィガー及び服装規制あり｡
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【2】

【3】

【4】

【5】

【6】

2

ジュニア･･････ 1２歳より１６歳(１６歳の誕生日)未満の男女､

ユース････････1６歳より１９歳(１９歳の誕生日)未満の男女､
    アマチュア迄出場可能｡

シニア･･･････  男女共､３５歳以上のアマチュアに限る｡

前【１】､【2】､【3】号は､選手権を除き､当分の間､女子同士の出場を認める。

グランド･シニア･･５５歳以上のアマチュア男子､パートナーは

スーパーシニア･･６５歳以上の男子､パートナーはアマチュアの
　　　  　　　　 みで年齢は問わない。

             　　 アマチュアのみで年齢は問わない｡
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